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富浦地区　法華﨑夕景富浦地区　法華﨑夕景

当初予算審査当初予算審査
補正予算審査補正予算審査
委員会報告委員会報告
3 議員が市政を質す3 議員が市政を質す  
　　 〜 一般質問 〜　　 〜 一般質問 〜

研修報告研修報告
所管事務調査報告所管事務調査報告
こんなまちづくりに期待しますこんなまちづくりに期待します
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8p8p

10p10p
12p12p

15p15p
16p16p
19p19p

3 月定例会レポート

表紙写真募集！表紙写真募集！
市内で撮影した四季の風景、イベントなど市内で撮影した四季の風景、イベントなど
の写真で表紙を飾りませんか？の写真で表紙を飾りませんか？
詳しくは20ページをご覧ください。詳しくは20ページをご覧ください。
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定
例
会
レ
ポ
ー
ト

　令和２年３月定例会が、２月２５日から３月１９日までの２４日間開催され、諮問議案３件、条例議案　令和２年３月定例会が、２月２５日から３月１９日までの２４日間開催され、諮問議案３件、条例議案
１１件、一般議案３件、予算議案１５件を審議した。採決の結果、すべて原案どおり可決した。１１件、一般議案３件、予算議案１５件を審議した。採決の結果、すべて原案どおり可決した。

会　計　名 令和２年度予算額① 平成 31 年度予算額② 増減額①－②

一　 般　 会　 計 248 億 8,700万円 227億 9,200万円 20億 9,500万円

国民健康保険特別会計 52億 6,686万円 55億 7,213万円 △ 3億 527万円

後期高齢者医療特別会計 7億 656万円 6億 4,919万円 5,737万円

介 護 保 険 特 別 会 計 60 億 8,571万円 57億 2,125万円 3億 6,446万円

令和２年度　主な会計別予算

市
長
施
政
方
針
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定
例
会
レ
ポ
ー
ト

３月定例会提出議案議決結果

　　　　　　（賛否が分かれた議案のみ掲載）〇：賛成　×：反対

議案ごとの賛否
神
作
　
紀
史

山
田
　
一
洋

鈴
木
　
克
哉

石
井
　
教
宇

阿
部
美
津
江

平
川
　
幸
男

安
田
美
由
貴

峯
　
　
隆
司

川
﨑
　
愼
一

関
　
　
壽
夫

長
谷
川
　
博

寺
澤
　
利
郎

鈴
木
　
直
一

川
上
　
　
清

辻
　
　
貞
夫

栗
原
　
保
博

青
木
　
正
孝

飯
田
　
彰
一

議 案 第 19 号 令和２年度南房総市一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議

長

議案 第 21 号 令和２年度南房総市後期高齢者医療特別
会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 28 号 南房総市定住自立圏形成協定の議決に関
する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 29 号 契約の締結について（南房総市貸事務所
建設工事） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議員名
議案名

議案種類 件　　　名 議決結果

議案第１号 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関
係条例の整備に関する条例の制定について

原 案 可 決
全 会 一 致

議案第２号 南房総市社会体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第３号 南房総市児童遊園設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第４号 令和元年台風第１５号による被災者に対する市税の減免の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

原 案 可 決
全 会 一 致

議案第５号 令和元年台風第１５号による被災者に係る介護保険料の減免手続の特例に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

原 案 可 決
全 会 一 致

議案第６号 南房総市和田町上三原地区体験交流施設整備基金条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第７号 南房総市市営住宅基金条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第８号 南房総市再チャレンジ奨学資金貸付基金条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第９号 南房総市市営住宅設置管理条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 10 号 南房総市市営住宅設置管理条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 11 号 指定管理者の指定について（南房総市流通拠点施設） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 12 号 指定管理者の指定についての議決の一部変更について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 13 号 令和元年度南房総市一般会計補正予算（第８号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 14 号 令和元年度南房総市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 15 号 令和元年度南房総市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 16 号 令和元年度南房総市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 17 号 令和元年度南房総市国保病院事業会計補正予算（第３号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 18 号 令和元年度南房総市水道事業会計補正予算（第４号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 19 号 令和２年度南房総市一般会計予算 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 20 号 令和２年度南房総市国民健康保険特別会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 21 号 令和２年度南房総市後期高齢者医療特別会計予算 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 22 号 令和２年度南房総市介護保険特別会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 23 号 令和２年度南房総市滝田財産区特別会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 24 号 令和２年度南房総市北三原財産区特別会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 25 号 令和２年度南房総市南三原財産区特別会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 26 号 令和２年度南房総市国保病院事業会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 27 号 令和２年度南房総市水道事業会計予算 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第 28 号 南房総市定住自立圏形成協定の議決に関する条例の制定について 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第 29 号 契約の締結について（南房総市貸事務所建設工事） 原 案 可 決
賛 成 多 数

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適 　 　 任

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適 　 　 任

諮問第３号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 適 　 　 任
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当
初
予
算　

３
月
10
日
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、

付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査

し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

一
般
会
計

◇
財
政
状
況

問　

昨
年
の
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
時
に
は
台
風

な
ど
の
災
害
や
新
型
コ
ロ

ナ
問
題
は
起
き
て
い
な

か
っ
た
。

　

財
政
調
整
基
金
を
取
り

崩
す
こ
と
は
、
市
の
財
政

が
赤
字
に
な
る
時
期
が
早

ま
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

今
回
の
台

風
災
害
で
財
政
調
整
基
金

を
17
億
円
使
う
が
、
ま
だ

予
算
化
し
て
い
な
い
特
別

交
付
税
が
あ
る
。

　

先
々
は
わ
か
ら
な
い
が
、

現
状
で
は
予
定
の
事
業
は

で
き
る
と
判
断
し
た
。

令和２年度   一般会計当初予算令和２年度   一般会計当初予算

問　

水
道
料
の
値
上
げ
で

収
入
が
増
え
て
い
な
が
ら
、

市
の
繰
出
金
を
増
や
し
た

理
由
は
。

市
長　

県
の
補
助
金
は
、

市
の
繰
出
金
と
同
額
支
出

さ
れ
る
の
で
、
補
助
金
が

使
え
る
う
ち
に
設
備
の
更

新
等
を
行
う
。
３
市
１
町

の
水
道
事
業
体
は
統
合
に

向
け
検
討
中
。

◇
移
住
定
住
推
進
事
業

１
４
３
５
万
９
千
円

問　

空
き
家
バ
ン
ク
の
実

績
は
平
成
29
年
度
が
ピ
ー

ク
で
減
少
。
令
和
元
年
度
の

実
績
や
今
後
の
見
通
し
は
。

企
画
財
政
課
長　

登
録
は
物

件
４
件
・
利
用
者
16
件
。

契
約
は
賃
貸
６
件
・
売
買

３
件
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
な
ど
に
地
域
へ
入
っ
て

も
ら
い
、
空
き
家
物
件
を

増
や
し
た
い
。

問　

委
託
業
務
で
地
域
活

性
化
を
図
る
こ
と
が
多
い

の
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　

令
和
２
年

度
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
２
人
採
用
す
る
。

◇�

千
倉
子
ど
も
園
給
食
調

理
業
務
委
託１

６
２
３
万
円

◇�

富
浦
子
ど
も
園
給
食
調

理
業
務
委
託１

１
８
８
万
円

問　

委
託
先
は
決
ま
っ
て

い
る
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長　

シ
ダ
ッ

ク
ス
を
予
定
し
て
い
る
。

◇
教
育
費
情
報
機
器
等
購
入

９
２
５
７
万
７
千
円

問　

端
末
２
７
９
台
は
ど

こ
に
設
置
す
る
の
か
。

教
育
総
務
課
長　

市
内
６
中

学
校
。

◇�

小
学
校
英
語
活
動
指
導

者
配
置

２
０
４
万
８
千
円

問　

６
人
か
ら
４
人
に

減
っ
た
が
、
予
算
が
前
年

度
よ
り
増
え
た
理
由
は
。

子
ど
も
教
育
課
長　

会
計
年

度
任
用
職
員
の
期
末
手
当

分
。

　248　248 億億 8,7008,700 万円万円総
額
総
額

千倉子ども園の給食室
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当
初
予
算

◇�

教
育
費
・
外
房
地
区
学

校
給
食
共
同
調
理
場
建

設
事
業

16
億
５
３
２
１
万
８
千
円

問　

当
初
の
説
明
よ
り
増

え
た
理
由
は
。

教
育
総
務
課
長　

労
務
単
価

の
上
昇
と
、
災
害
に
備
え
非

常
用
発
電
機
を
入
れ
た
た
め
。

◇�

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

８
７
３
５
万
円

問　

所
得
制
限
は
廃
止
し

な
い
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

廃
止
の
考

え
は
な
い
。

◇�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
管

理
運
営
事
業

２
９
１
２
万
２
千
円

問　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の

発
行
枚
数
は
ど
れ
く
ら
い

増
え
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

こ
の
費
用

は
、
個
人
番
号
な
ど
の
発

行
・
交
付
な
ど
の
経
費
す

べ
て
を
全
国
の
市
町
村
で

割
り
振
っ
た
額
で
、
毎
年

度
末
に
請
求
さ
れ
る
。
こ

の
部
分
は
国
か
ら
交
付
金

が
来
る
。

外房地区学校給食センター完成予定図

歳出
市 税 39 億 5,921 万円 市 債 36 億 9,670万円
地方交付税 92 億 4,010 万円 そ の 他 41億 6,499万円
国県支出金 38 億 2,600 万円 合 計 248 億 8,700万円

人 件 費 45 億 1,492 万円 補 助 費 等 33 億 5,913 万円
扶 助 費 26 億 8,622 万円 投資的経費 24 億 5,538 万円
公 債 費 36 億 2,371 万円 そ の 他 26 億 8,025 万円
物 件 費 55 億 6,739 万円 合 計 248 億 8,700 万円

※公債費：市が返すお金※市債：市が借りるお金

令和２年度　一般会計予算内訳

市税
16%
市税
16%
市税
16%

地方交付税
37%
地方交付税
37%
地方交付税
37%国県支出金

15%
国県支出金
15%
国県支出金
15%

市債
15%
市債
15%
市債
15%

その他
17%
その他
17%
その他
17% 投資的

経費
10%

投資的
経費
10%

投資的
経費
10%

人件費
18%
人件費
18%
人件費
18%

扶助費
11%
扶助費
11%
扶助費
11%

公債費
15%
公債費
15%
公債費
15%物件費

22%
物件費
22%
物件費
22%

補助費など
13%
補助費など
13%
補助費など
13%

その他
11%
その他
11%
その他
11%

市税
16%
市税
16%
市税
16%

地方交付税
37%
地方交付税
37%
地方交付税
37%国県支出金

15%
国県支出金
15%
国県支出金
15%

市債
15%
市債
15%
市債
15%

その他
17%
その他
17%
その他
17% 投資的

経費
10%

投資的
経費
10%

投資的
経費
10%

人件費
18%
人件費
18%
人件費
18%

扶助費
11%
扶助費
11%
扶助費
11%

公債費
15%
公債費
15%
公債費
15%物件費

22%
物件費
22%
物件費
22%

補助費など
13%
補助費など
13%
補助費など
13%

その他
11%
その他
11%
その他
11%

歳　出歳　入

歳入
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当
初
予
算

◇�

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

１
６
０
万
円

問　

利
用
者
数
と
助
成
状

況
は
。

健
康
支
援
課
長　

平
成
30
年

11
月
か
ら
実
施
。
平
成
30

年
度
は
53
万
６
千
円
。
令

和
元
年
度
は
10
月
ま
で
で

63
万
６
千
円
。
助
成
額
は

１
回
10
万
円
、年
３
回
ま
で
。

◇�

災
害
対
策
費５

１
４
２
万
円

問　

購
入
予
定
の
ド
ロ
ー

ン
の
機
能
は
。

消
防
防
災
課
長　

災
害
時
や

捜
索
活
動
用
に
防
水
機
能

を
備
え
た
ド
ロ
ー
ン
を
配

置
す
る
。

◇�

旧
平
群
小
学
校
の
校
舎

等
解
体
撤
去
工
事２

億
円

問　

令
和
２
年
度
中
に
業

者
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

始
め
る
の
か
。
解
体
後
、
新

し
い
建
物
を
作
る
予
定
か
。

商
工
課
長　
現
在
、協
議
中
。

問　

当
初
の
提
案
と
の
変

更
点
は
。

商
工
課
長　

当
初
、
小
学

校
を
そ
の
ま
ま
使
う
提
案

か
ら
、新
し
く
宿
泊
コ
テ
ー

ジ
を
作
り
、
特
別
教
室
を

改
修
し
て
、
お
風
呂
場
や

カ
フ
ェ
を
行
い
た
い
と
提

案
さ
れ
て
い
る
。

問　
コ
テ
ー
ジ
の
費
用
は
、

市
が
負
担
し
な
い
と
考
え

て
い
い
か
。

商
工
課
長　

現
段
階
で
は
、

業
者
が
作
る
と
い
う
話
で

進
ん
で
い
る
。

問　

所
有
権
が
業
者
に
な

る
と
、
市
有
地
に
業
者
の

所
有
物
が
あ
っ
て
も
大
丈

夫
か
。

商
工
課
長　

土
地
の
使
用
を

お
願
い
し
、
建
物
は
協
定
で

ど
う
扱
う
か
を
決
め
た
い
。

問　

業
者
は
何
年
く
ら
い

居
る
計
画
か
。

商
工
課
長　

交
渉
し
て
い
な

い
。

◇
被
災
住
宅
の
応
急
修
理

４
億
２
７
５
万
円

問　
半
壊
以
上
の
住
家
で
、

借
金
を
し
て
着
工
し
支

払
っ
た
場
合
、
59
万
５
千

円
は
も
ら
え
な
い
の
か
。

復
興
支
援
課
参
事　

個
人
が

自
前
で
修
繕
さ
れ
た
場
合

は
、補
助
対
象
に
な
ら
な
い
。

問　

お
金
が
な
く
て
借
金

を
し
た
場
合
、
お
金
が
あ

る
と
み
な
さ
れ
支
援
金
が

出
な
い
の
か
。

復
興
支
援
課
参
事　

建
物
の

修
理
を
行
っ
た
人
が
、
借

り
入
れ
て
修
理
を
す
る
場

合
も
あ
る
。
現
状
の
制
度

上
、
支
払
済
み
の
も
の
は

対
象
と
な
ら
な
い
。

◇�

収
益
向
上
型
輪
採
漁
場

整
備
促
進
事
業
補
助
金

３
０
６
２
万
円

問　

栽
培
漁
業
推
進
事
業

の
平
板
投
入
は
ど
う
行
う

の
か
。

農
林
水
産
課
長　

平
板
は
新

し
い
も
の
を
投
入
し
て
い

る
。
そ
の
後
の
管
理
は
、
地

元
漁
業
者
が
行
っ
て
い
る
。

◇
道
路
維
持
費２

億
１
千
万
円

問　

海
に
出
る
排
水
路
の

整
備
・
修
繕
は
含
ま
れ
る

の
か
。

建
設
課
長　

含
ま
れ
る
。

白
間
津
の
海
岸
道
路
の
流

末
水
路
に
海
か
ら
の
逆
流

防
止
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置

し
た
。
大
川
・
千
田
・
川

口
区
へ
の
対
策
を
検
討
中
。

解体予定の旧平群小校舎

あわびの平板礁

　

今
後
、
国
で
令
和
４
年

度
に
は
ほ
と
ん
ど
の
国
民

が
所
有
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
令
和
３
年
３
月
に

は
保
険
証
な
ど
に
利
用
で

き
る
シ
ス
テ
ム
改
修
を
し

て
い
る
。

　

令
和
２
年
度
は
、
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度
が
導
入

さ
れ
る
。
今
後
増
え
る
見

込
み
で
は
あ
る
が
、
具
体

的
数
字
は
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い
。

問　
現
在
の
発
行
件
数
は
。

市
民
生
活
部
長　

６
５
９
１

件
、
17
・
16
％
。

ドローンのイメージ
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当
初
予
算

反
対
討
論

　

継
続
費
、
外
房
給
食
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
昨
年

当
初
予
算
時
に
15
億
円
の

説
明
が
、
17
億
円
近
く
ま

で
か
か
る
。

　

嶺
南
と
朝
夷
給
食
セ
ン

タ
ー
そ
れ
ぞ
れ
改
修
を
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
25
台
の

運
行
・
学
校
給
食
の
調
理

業
務
・
放
課
後
学
童
・
富
山
・

三
芳
子
ど
も
園
の
給
食
調

理
業
務
、
委
託
先
は
す
べ
て

シ
ダ
ッ
ク
ス
。
千
倉
と
富
浦

の
子
ど
も
園
の
給
食
調
理

業
務
も
シ
ダ
ッ
ク
ス
に
委
託

せ
ず
、
直
営
の
ま
ま
に
。

　

旧
平
群
小
学
校
解
体
費

用
に
つ
い
て
、
改
め
て
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
。

　

子
ど
も
医
療
費
の
所
得

制
限
は
廃
止
を
。
個
人
番

号
カ
ー
ド
に
よ
る
紐
づ
け

に
は
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　

昨
年
は
台
風
15
号
を
初

め
一
連
の
災
害
が
、
過
去

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算

◇�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

�

前
年
度
比
５
５
８
０
万

７
千
円
増

問　

８
・
５
割
軽
減
の
人

が
令
和
２
年
度
か
ら
７
・

７
５
割
軽
減
と
な
る
の
か
。

保
険
年
金
課
長　

は
い
。
令

和
３
年
度
に
は
７
割
軽
減

に
な
る
。

問　

８
割
軽
減
２
２
５
２

人
は
令
和
２
年
度
７
割
軽

減
に
な
る
の
か
。

保
険
年
金
課
長　

令
和
２
年

度
７
割
軽
減
に
な
る
。

反
対
討
論

　

均
等
割
額
が
２
４
０
０

円
増
で
４
万
３
４
０
０
円
、

所
得
割
率
は
０
・
５
％
増

の
８
・
３
９
％
に
す
る
。
２

年
前
の
改
正
時
は
均
等
割

が
６
０
０
円
増
、
所
得
割

０・０
４
％
減
だ
っ
た
の
で
、

今
回
は
大
幅
増
。

　

低
所
得
者
の
負
担
割
合

国
保
病
院
事
務
長　

３
６
８

０
万
円
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

◎
滝
田
財
産
区
特
別
会
計

◎
北
三
原
財
産
区
特
別
会
計

◎
南
三
原
財
産
区
特
別
会
計

◎
水
道
事
業
会
計

　
原
案
ど
お
り
可
決

に
経
験
の
な
い
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
災
害

か
ら
の
復
興
が
早
期
に
図

ら
れ
、
１
日
で
も
早
く
平

穏
な
生
活
が
戻
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

　

被
災
住
宅
支
援
事
業
ほ

か
、
台
風
災
害
か
ら
の
復

旧
復
興
予
算
は
、
本
市
発

展
に
必
要
不
可
欠
。
将
来

に
わ
た
り
安
定
し
た
運
営

が
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
人
口
維
持
対
策
、
公
共

施
設
再
編
整
備
事
業
に
も

取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
で
、

賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決

◎�

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算

◇
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

１
千
万
円

問　

令
和
元
年
度
末
の
基

金
残
高
と
繰
越
金
は
。

保
険
年
金
課
長　

基
金
残
高

６
億
９
９
０
万
円
、
繰
越

金
２
億
円
程
度
を
見
込
む
。

も
増
え
る
。

　
国
の
負
担
を
増
や
し
、
県

広
域
連
合
に
財
政
安
定
化

基
金
を
使
う
よ
う
求
め
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決

◎
国
保
病
院
事
業
会
計

◇
研
究
研
修
費３

８
１
０
万
円

問　
研
究
研
修
費
の
う
ち
、

非
常
勤
医
師
の
謝
金
は
。

◇�
海
岸
保
全
施
設
調
査
業

務
委
託

１
４
９
０
万
円

問　
業
務
内
容
は
。

農
林
水
産
課
長　

防
波
堤
な

ど
の
長
寿
命
化
・
更
新
コ

ス
ト
縮
減
の
た
め
、
調
査

し
計
画
を
作
る
。

問　

台
風
被
害
で
港
周
辺

が
傷
ん
で
い
る
が
、
改
修
が

進
ま
な
い
。
調
査
で
確
認
さ

れ
れ
ば
改
修
さ
れ
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長　

漁
港
区
域

内
の
海
岸
保
全
区
域
と
い

う
指
定
で
計
画
を
作
る

◇�

枇
杷
山
再
生
支
援
事
業

費
補
助
金

１
８
０
０
万
円

問　

和
歌
山
の
み
か
ん
が

台
風
被
害
で
農
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
後

継
者
が
で
き
た
報
道
が

あ
っ
た
。
南
房
総
市
の
び

わ
は
ブ
ラ
ン
ド
力
が
高
い
。

参
考
に
す
べ
き
で
は
。

農
林
水
産
課
長　

び
わ
栽
培

へ
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
今
後
検
討
す
る
。

令和２年度公営企業会計予算

項　　目 水道事業会計 国保病院事業会計

収
益
的
収
入

及
び
支
出

収　
入

17 億 8,776 万円 6億 4,716 万円

支　
出

16 億 7,380 万円 6億 4,716 万円

資
本
的
収
入

及
び
支
出

収　
入

2 億 8,390 万円 3,423 万円

支　
出

11 億 1,612 万円 4,096 万円
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補
正
予
算

◇�

高
齢
者
運
転
免
許
証
自

主
返
納
者
証
明
申
請
手

数
料
補
助
金６

万
円
減
額

問　
当
初
予
定
は
何
件
で
、

実
際
は
何
件
だ
っ
た
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

１
０
０
人

見
込
み
、
43
人
に
交
付
し

た
。

◇�

農
業
委
員
会
一
般
事
務
費

２
０
７
万
円

問　

交
付
対
象
活
動
が
見

直
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
ど

ん
な
活
動
が
報
酬
対
象
と

な
っ
た
の
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
や
農
業
委
員

活
動
記
録
簿
の
見
直
し
で
、

国
の
交
付
金
対
象
と
な
る

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
活
動
が

広
が
っ
た
。

◇�
富
山
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
・

財
源
補
正

問　
地
方
債
な
ど
が
減
り
、

一
般
財
源
が
１
７
６
０
万
円

増
え
た
理
由
は
。

企
画
財
政
課
長　

繰
り
越
し

事
業
と
な
っ
た
の
で
、
起

債
額
か
ら
振
興
資
金
を
外

し
た
。

◇�

教
育
費
・
一
般
事
務
費

１
０
０
０
万
円
減
額

問　
減
額
の
理
由
は
。

教
育
総
務
課
長　

タ
ブ
レ
ッ

ト
２
５
０
台
購
入
の
入
札

差
金
７
０
０
万
円
、
サ
ー

バ
ー
構
築
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
サ
ー
ビ
ス
の
差
金
３
０

０
万
円
。

◇�

道
路
整
備
事
業
債
（
公

共
事
業
等
）

６
６
０
万
円

問　

社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
が
未
採
択
に
な
っ

た
理
由
は
。

建
設
環
境
部
長　

５
路
線
舗

装
修
繕
工
事
を
要
望
し
た

が
、
昨
年
５
月
の
最
終
内

示
で
４
路
線
に
な
っ
た
。

白
浜
の
１
路
線
は
、
令
和

２
年
度
に
実
施
す
る
。

◇�

物
品
売
払
収
入４

１
３
万
円

問　
何
を
売
却
し
た
の
か
。

管
財
契
約
課
長　

シ
ョ
ベ
ル

ロ
ー
ダ
ー
、
ホ
イ
ル
ロ
ー

ダ
ー
、
消
防
ポ
ン
プ
車
、

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
。

◇�

財
産
運
用
収
入

　
利
子
・
配
当
金

５
５
８
万
円
減
額

問　
減
額
の
理
由
は
。

会
計
管
理
者　

長
期
金
利

な
ど
が
す
べ
て
減
額
で
、

前
年
並
み
に
見
込
ん
だ
も

の
が
減
っ
て
い
る
。

◎
一
般
会
計
（
第
８
号
）

◇�

財
政
調
整
基
金
・
減
債

基
金
・
公
共
施
設
等
再

編
整
備
基
金

２
３
９
万
円
減
額

問　

そ
れ
ぞ
れ
年
度
末
の

残
高
は
。

企
画
財
政
課
長　

財
政
調
整

基
金
38
億
３
７
０
０
万
円
、

減
債
基
金
51
億
５
１
０
０

万
円
、
公
共
施
設
等
再
編

整
備
基
金
67
億
１
６
０
０

万
円
。

◇�

継
続
費
・
し
尿
処
理
施

設
建
設
事
業

◇�

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事

３
億
７
８
８
４
万
円

問　
増
え
た
理
由
は
。

環
境
保
全
課
長　

建
設
工
事

の
労
務
費
や
資
材
費
の
高

騰
、
敷
地
造
成
面
積
が
増

え
た
こ
と
、
千
倉
衛
生
セ

ン
タ
ー
の
解
体
撤
去
設
計

と
内
容
物
の
処
理
費
に
よ

る
。

◇�

市
営
住
宅
再
編
整
備
・

財
源
補
正

問　

国
県
支
出
金
が
２
５

３
１
万
５
千
円
減
り
、
一
般

財
源
が
２
４
９
４
万
４
千

円
増
え
た
理
由
は
。

建
設
課
長　

事
業
を
次
年

度
に
繰
り
越
し
た
た
め
。

社
会
資
本
整
備
交
付
金
の

額
が
決
ま
り
、
一
旦
、
一
般

財
源
に
振
り
か
え
た
。
最

終
的
な
精
算
時
に
一
般
財

源
は
減
る
見
込
み
。

問　

原
岡
団
地
の
面
積
は

１
戸
あ
た
り
57
・
41
平
方

メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
が
、
変

令和元年度補正予算  ２２億 4,636 万円減令和元年度補正予算  ２２億 4,636 万円減

改修工事中の富山ふれあいスポーツセンター

340340 億億 6,5006,500 万円に万円に予算総額予算総額
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補
正
予
算

わ
っ
た
の
か
。

建
設
環
境
部
長　

昨
年
の
３

月
議
会
で
１
戸
57
・
41
平

方
メ
ー
ト
ル
を
13
戸
と
説

明
し
、
発
注
時
に
１
戸
減

り
、
12
戸
で
発
注
し
た
。

面
積
の
話
は
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
変
わ
ら
な
い
。

問　

今
議
会
で
答
弁
し
た

面
積
と
の
違
い
は
。

建
設
環
境
部
長　

建
坪
が

57
・
41
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

床
面
積
54
・
93
平
方
メ
ー

ト
ル
。

問　

建
坪
と
床
面
積
の
違

い
は
。

建
設
環
境
部
長　

屋
根
は
そ

の
ま
ま
で
、
壁
を
作
ら
ず
、

奥
へ
引
っ
込
ん
だ
踊
り
場

的
玄
関
を
作
っ
て
い
る
。

こ
の
部
分
は
床
で
は
な
い

の
で
床
面
積
か
ら
外
れ
る
。

建
築
面
積
は
屋
根
の
分
が

入
る
の
で
差
が
あ
る
。

問　

屋
根
が
出
た
部
分
が

建
築
面
積
に
入
る
な
ら
、

軒
下
も
全
部
建
築
面
積
に

な
ら
な
い
か
。

建
設
環
境
部
長　

建
築
基
準

法
の
延
べ
床
面
積
は
、
床

の
あ
る
部
分
。
公
営
住
宅

法
の
補
助
対
象
部
分
で
基

礎
を
回
し
、
占
用
住
宅
面

積
が
57
・
41
平
方
メ
ー
ト

ル
で
採
択
さ
れ
た
の
で
、

こ
の
部
分
が
建
築
面
積
。

◇�

常
備
消
防
費
・
安
房
広

域
負
担
金

４
４
９
万
円

問　
増
え
た
理
由
は
。

消
防
防
災
課
長　

天
津
小
湊

分
遣
所
の
建
設
事
業
は
来

年
度
に
繰
り
越
さ
れ
、
千

倉
分
署
建
設
事
業
の
用
地

造
成
工
事
代
が
当
初
よ
り

増
え
た
。

問　

千
倉
分
署
造
成
工
事

代
は
幾
ら
が
幾
ら
に
な
っ

た
の
か
。

消
防
防
災
課
長　

３
８
５
４

万
１
千
円
が
５
０
９
８
万

２
千
円
。
差
額
は
１
２
４

４
万
１
千
円
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
（
第
１
号
）

◇�

特
別
徴
収
保
険
料

２
８
８
万
円

問　

被
保
険
者
は
何
人
が

何
人
に
増
え
た
の
か
。

保
険
年
金
課
長　

９
４
３
９

人
が
９
４
９
１
人
、52
人
増
。

◇
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金

１
６
５
９
万
円
減
額

問　
軽
減
者
数
の
内
訳
は
。

保
険
年
金
課
長　

全
体
が
９

４
９
１
人
。
８
割
軽
減
２

２
５
２
人
、
８
・
５
割
軽

減
２
２
０
１
人
、
５
割
軽

減
１
１
７
１
人
、
２
割
軽

減
９
４
５
人
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎�

介
護
保
険
特
別
会
計（
第

３
号
）

◇�

第
１
号
被
保
険
者
保
険
料

１
２
３
６
万
円
減
額

問　

災
害
に
よ
る
介
護
保

険
料
減
免
に
は
申
し
込
み

が
要
る
の
か
。
受
付
件
数

と
、通
知
を
送
っ
た
件
数
は
。

保
健
福
祉
部
長　

申
請
は
必

要
。

健
康
支
援
課
長　

減
免
受
付

は
93
件
。
通
知
は
４
９
８

世
帯
７
２
０
人
に
送
っ
た
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎�

国
保
病
院
事
業
会
計
（
第

３
号
）

◇�

医
業
収
益

３
０
０
０
万
円

問　

入
院
患
者
が
増
え
た

の
か
。

国
保
病
院
事
務
長　

入
院
単

価
が
増
え
た
。

避難所に開設された給水所

千倉分署の建設予定地

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎�

水
道
事
業
会
計（
第
４
号
）

◇�

台
風
断
水
時
の
応
援
給

水
経
費

１
９
５
万
円

問　
内
訳
は
。

水
道
局
長　

応
援
者
の
時

間
外
人
件
費
、
燃
料
費
、

高
速
道
路
代
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎�

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
（
３
号
）

　
原
案
ど
お
り
可
決



10

委
員
会
報
告

委 員 会 報 告

館
山
市
と
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
を
締
結

市
民
税
・
固
定
資
産
税
・

国
保
税
・
介
護
保
険
料
の

減
免
対
象
の
被
災
者
を
拡
大

　

３
月
５
日
、
福
祉
委
員

会
が
開
か
れ
付
託
さ
れ
た

議
案
の
審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑･
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎�

台
風
15
号
被
災
者
の
市
税

の
減
免
特
例
条
例
の
一
部

改
正

　

台
風
19
号
、
10
月
25
日

の
大
雨
を
追
加
。
被
保
険

者
が
所
有
す
る
被
災
住
宅

等
も
減
免
対
象
。
所
得
制

限
を
な
く
す
。

問　

後
期
高
齢
者
・
協
会

け
ん
ぽ
・
共
済
に
は
、
台
風

被
害
の
保
険
料
減
免
は
あ

福
祉

問　
「
失
職
」
を
削
除
し
た

理
由
は
。

総
務
課
長　

地
方
公
務
員

法
で
「
成
年
被
後
見
人
・

被
保
佐
人
は
失
職
す
る
」

と
規
定
さ
れ
た
部
分
が
削

除
さ
れ
た
た
め
。

◎�

社
会
体
育
施
設
設
置
管
理

条
例
の
一
部
改
正

　

嶺
南
中
学
校
和
田
校
舎

の
廃
止
で
、
体
育
館
・
青
潮

館
・
運
動
場
を
、
４
月
か
ら

社
会
体
育
施
設
と
す
る
。

問　
校
舎
と
一
体
で
体
育
館

も
活
用
す
る
提
案
が
あ
っ
た

ら
、
体
育
館
は
使
え
な
く
な

る
の
か
。

市
長　

ど
ん
な
提
案
が

あ
っ
て
も
、
地
域
の
人
た
ち

も
使
え
る
体
育
館
と
し
て

活
用
す
る
。

◎�

児
童
遊
園
設
置
管
理
条
例

の
一
部
改
正

　

千
倉
・
牧
田
児
童
遊
園

を
廃
止
。

問　
老
朽
化
し
た
児
童
遊
園

の
遊
具
は
更
新
す
る
の
か
。

教
育
長　

活
用
状
況
や
地

元
が
管
理
を
続
け
ら
れ
る

か
な
ど
で
、
更
新
か
廃
止

を
判
断
す
る
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

総
務

　

３
月
６
日
、
総
務
委
員

会
が
開
か
れ
付
託
さ
れ
た

議
案
の
審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎�

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の

議
決
条
例

　

館
山
市
と
協
定
を
締
結
。

問　

協
定
内
容
・
事
業
費

負
担
割
合
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長　

協
定
書
に

は
「
生
活
機
能
」・「
結
び

つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」・

「
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
」
の
強
化
を
規
定
す
る
。

締
結
後
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
時
に
、
負
担
割
合
な

ど
具
体
化
す
る
。

◎�

契
約
の
締
結
（
貸
事
務
所

建
設
工
事
）

　
（
株
）
大
松
建
設
が
６
億

１
６
０
０
万
円
で
落
札
。

問　
入
札
範
囲
の
制
限
は
。

一
括
発
注
の
理
由
は
。
地
元

業
者
の
育
成
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。

管
財
契
約
課
長　

県
内
で
建

築
Ａ
ラ
ン
ク
の
業
者
。
工
期

や
企
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も

あ
り
一
括
発
注
し
た
。
市
内

業
者
育
成
と
税
の
有
効
活

用
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、

技
術
な
ど
を
広
く
募
る
か
、

地
元
業
者
優
先
か
、
工
事
規

模
で
判
断
し
て
い
る
。

◎�

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利

制
限
措
置
の
適
正
化
法
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備

　

成
年
被
後
見
人
な
ど
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
法
が

施
行
さ
れ
、
関
連
条
例
を

整
備
す
る
。

旧嶺南中和田校舎の体育館と青潮館
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る
の
か
。

保
険
年
金
課
長　

後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
は
あ
る
。

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
は
把

握
し
て
い
な
い
。
共
済
組

合
に
は
な
い
。

問　

市
民
税
・
固
定
資
産

税
・
国
保
税
の
減
免
状
況
は
。

税
務
課
長　

市
民
税
３
１
４

人
、４
９
７
万
２
９
０
０
円
。

固
定
資
産
税
２
５
３
０
件
、

１
９
７
７
万
２
２
０
０
円
。

保
険
年
金
課
長　

国
保
税
は

事
務
処
理
中
だ
が
、
３
０

０
件
程
度
を
見
込
む
。

◎�

台
風
15
号
被
災
者
の
介
護

保
険
料
減
免
手
続
特
例
条

例
の
一
部
改
正

　

台
風
19
号
、
10
月
25
日

の
大
雨
の
被
災
者
も
介
護

保
険
料
を
減
免
す
る
。

問　
提
出
期
限
は
。

健
康
支
援
課
長　

３
月
末
を

お
願
い
し
て
い
る
が
、
期
限

が
延
長
さ
れ
る
情
報
も
あ

り
、
国
の
動
向
を
見
て
決

定
し
た
い
。

問　

介
護
保
険
料
の
減
免

件
数
は
。

健
康
支
援
課
長　

93
件
。
未

申
請
者
に
は
通
知
を
発
送

し
た
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

富
浦
市
営
住
宅
原
岡
団
地

工
期
が
３
カ
月
延
長

産
業

　
３
月
６
日
、
産
業
委
員
会

が
開
か
れ
付
託
さ
れ
た
議
案

の
審
査
を
行
っ
た
。

　
主
な
質
疑･

答
弁
は
次
の

と
お
り
。

◎�

和
田
町
上
三
原
地
区
体
験

交
流
施
設
整
備
基
金
条
例

の
一
部
改
正

　

自
然
の
宿
「
く
す
の
木
」

が
３
月
末
で
廃
止
と
な
る

た
め
、
基
金
目
的
を
変
更

す
る
。

問　
上
三
原
地
区
の
振
興
と

は
。
地
元
民
は
参
画
で
き
る

の
か
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

具

体
的
に
は
未
定
だ
が
、「
く

す
の
木
」
を
利
活
用
す
る

事
業
者
を
公
募
す
る
予
定
。

　

星
空
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど

と
連
携
さ
せ
た
観
光
振
興

の
た
め
の
財
源
を
想
定
し

て
い
る
。
地
元
雇
用
も
考

慮
し
、
公
募
し
た
い
。

◎�

市
営
住
宅
設
置
管
理
条
例

の
一
部
改
正

　

４
月
施
行
の
改
正
民
法

で
、
債
権
関
係
の
規
定
が

見
直
さ
れ
た
。

問　

高
額
所
得
者
の
認
定

基
準
は
い
く
ら
か
。
入
居
し

て
い
た
者
は
い
た
か
。

建
設
課
長　

31
万
３
０
０

０
円
。
15
万
８
０
０
０
円

超
え
で
収
入
超
過
。
面
談

で
退
去
を
促
し
て
い
る
。

◎�

市
営
住
宅
設
置
管
理
条
例

の
一
部
改
正
の
一
部
改
正

　

台
風
被
害
に
よ
る
原
岡

団
地
の
工
期
延
長
で
、
供

用
開
始
時
期
が
遅
れ
る
。

問　
入
居
時
の
条
件
と
そ
の

後
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
規

程
を
厳
密
に
し
な
い
の
か
。

建
設
環
境
部
長　

入
居
人
数

や
総
収
入
額
の
変
更
が
あ

れ
ば
、
家
賃
を
再
計
算
し
て

い
る
。
運
用
は
検
討
す
る
。

◎�
市
営
住
宅
基
金
条
例
の
一

部
改
正

　

積
立
財
源
を
拡
大
。

◎�

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
奨
学
資
金

貸
付
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　

介
護
福
祉
士
修
学
資
金

貸
付
基
金
条
例
と
の
重
複

を
避
け
る
。

◎�

指
定
管
理
者
の
指
定
（
三

芳
・
流
通
拠
点
施
設
）

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
令

和
７
年
３
月
末
ま
で
、（
株
）

ビ
レ
ッ
ジ
フ
ァ
ー
ム
を
指

定
管
理
者
に
指
定
す
る
。

◎�

指
定
管
理
者
の
指
定
の
議

決
一
部
変
更

　
「
富
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
」
指
定
管
理
者
の

住
所
「
南
房
総
市
高
崎
」

を
「
南
房
総
市
市
部
」
に

変
更
す
る
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

５月末に完成予定の原岡団地
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知
の
徹
底
を
図
る
。

買
物
弱
者
対
策

問
地
域
の
商
店
が
次
々

と
閉
店
す
る
中
、
高

齢
者
の
買
い
物
は
ど
う
な
る

の
か
。

市
長
買
い
物
支
援
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

将
来
に
向
け
関
係
者
会
議
で

情
報
の
共
有
と
課
題
解
決
に

取
り
組
む
。

問
地
域
づ
く
り
の
グ

ル
ー
プ
が
買
い
物
支

援
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
市
民
の
取
り
組
み
に

対
し
資
金
の
支
援
は
。

保
健
福
祉
部
長
住
民
生
活

の
向
上
に

必
要
な
こ
と
で
あ
れ
ば
、
財

政
負
担
も
考
慮
す
る
。

問
移
動
販
売
車
へ
の
補

助
金
を
出
す
自
治
体

が
増
え
て
い
る
と
思
う
が
、

市
長
本
市
で
は
避
難
所

に
ペ
ッ
ト
の
専
用

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
ケ
ー

ジ
や
専
用
ケ
ー
ス
に
入
っ
て

い
る
ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難

を
受
け
入
れ
る
。
動
物
が
苦

手
な
人
の
避
難
も
あ
り
、
居

住
ス
ペ
ー
ス
へ
の
ペ
ッ
ト
の

同
伴
は
、
身
体
障
害
者
補
助

犬
を
除
き
禁
止
し
て
い
る
。

　

長
期
的
な
避
難
を
基
準
に

ペ
ッ
ト
対
策
が
検
討
さ
れ
て

い
た
た
め
、
風
水
害
な
ど
短

期
的
な
対
応
は
十
分
で
な

か
っ
た
。

　

ペ
ッ
ト
と
の
同
伴
避
難
に

つ
い
て
、
今
後
検
討
が
必
要

と
考
え
る
。

問
市
外
に
避
難
を
し
た

人
に
解
体
撤
去
の
周

知
は
で
き
て
い
る
か
。

復
興
支
援
課
参
事
さ
ま
ざ

ま
な
メ

デ
ィ
ア
、
広
報
紙
な
ど
で
周

料
、
発
電
機
な
ど
の
設
備
を

備
え
る
に
は
い
く
ら
か
か
る

か
。市

民
生
活
部
長
大
井
区
で

は
５
年
以

上
か
け
て
備
え
、
総
額
で

２
百
万
円
以
上
は
か

か
っ
て
い
る
。

問
被
災
家
屋
の

罹
災
状
況
の

調
査
員
は
十
分
な
資

質
が
あ
っ
た
か
。

　

１
時
間
程
度
の
研

修
で
派
遣
さ
れ
た
千

葉
県
調
査
員
が
い
た
。

こ
れ
で
よ
か
っ
た
か
。

市
民
生
活
部
長

千葉

県
か
ら
は
、
問
題
な

く
調
査
で
き
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

問
ペ
ッ
ト
同
伴

で
避
難
所
に

行
け
る
の
か
。

災
害
対
応
の
検
証

問
台
風
被
災
直
後
、
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
配
布
の

仕
方
に
つ
い
て
は
。

市
民
生
活
部
長
数
の
少
な

い
支
援
物

資
の
配
布
は
、
今
後
検
討
を

要
す
る
。

問
丸
山
地
区
の
大
井
区

と
同
じ
よ
う
に
食

3 人の議員が市政を質す

災
害
対
応
の
検
証
に
つ
い
て

今
後
も
公
助
の
充
実
、
共
助
・
自
助
へ
の
啓
発
を
行
う

石井　教宇議員

本
市
で
は
そ
の
よ
う
な
考
え

は
な
い
か
。

商
工
観
光
部
長
本
市
で
も

適
応
の
可

能
性
を
検
討
す
る
。

問
公
設
に
よ
る
生
鮮
食

品
な
ど
の
販
売
所
の

設
置
は
。

商
工
観
光
部
長
行
政
が
直

営
す
る
こ

と
に
は
課
題
が
多
く
、
困
難

で
あ
る
。

台風 19 号の衛星写真（この３時間後、避難所開設の判断は）
出典：気象庁ホームページ

（https://www.jma-net.go.jp/sat/himawari/obsimg/image_2019.html）

買い物弱者、お店が遠い

一
般
質
問
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が
平
等
と
感
じ
る
人
の
割

合
も
18
・３
％
か
ら
29
・５
％

と
な
る
な
ど
、
徐
々
に
意
識

や
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
。

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

問
管
理
職
登
用
や
審
議

会
・
委
員
会
な
ど
の

割
合
と
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
へ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

市
長
一
般
行
政
職
の
課

長
相
当
職
以
上

10
・
３
％
、
係
長
相
当
職
以

上
13・８
％
、
女
性
委
員
14・

６
％
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
幹

部
候
補
生
養
成
の
た
め
の

研
修
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

促
進
し
て
い
る
。

育
児
休
業

問
職
員
の
育
児
休
業
取

得
の
状
況
は
。

市
長
女
性
職
員
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
の
職
員

が
取
得
。
男
性
職
員
は
平

成
26
年
度
に
１
名
の
職
員

が
取
得
し
て
い
る
の
み
。

問
男
性
の
育
児
休
業
が

進
ま
な
い
要
因
は
。

総
務
部
長
取
得
に
向

け
た
環
境

が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火

リ
レ
ー

問
現
場
の
配
置
の
運
営

委
員
は
、
各
種
協
議

会
な
ど
と
の
連
携
が
必
要

と
考
え
る
が
。

教
育
次
長
ス
ポ
ー
ツ
協

会
・
各
種
協

会
・
団
体
と
連
携
を
図
り
沿

道
の
警
備
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
協
力
を
お
願
い
す

る
。

用
し
て
い
る
自
家
用
車
な

ど
に
損
害
が
発
生
し
た
場

合
の
補
償
は
。

市
民
生
活
部
長
免
責
３
万

円
で
、
上

限
が
10
万
円
の
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
る
。

問
女
性
消
防
団
結
成

に
つ
い
て
、
消
防
会

議
で
の
意
見
は
。

市
民
生
活
部
長
非
常
に
重

要
性
が
高

く
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。

男
女
が
輝
け
る
社
会

問
男
女
共
同
参
画
推
進

計
画
の
効
果
は
。

市
長
家
庭
の
中
で
男
女

が
平
等
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
る
人
の
割
合

が
、
第
１
次
計
画
時
点
で
は

27
・
５
％
で
、
第
３
次
計
画

の
策
定
時
点
に
は
38
・
２
％

と
な
り
、
職
場
の
中
で
男
女

暮
ら
し
を
守
る
消
防
団

問
昨
年
の
た
び
重
な
る

台
風
を
受
け
、
新
た

に
装
備
す
べ
き
資
機
材
の

整
備
は
。

市
長
家
屋
の
倒
壊
に
よ

る
救
助
の
資
機
材

と
し
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
油

圧
ジ
ャ
ッ
キ
。
消
防
車
を
使

用
し
て
の
排
水
作
業
に
よ
り

床
下
浸
水
を
免
れ
た
ケ
ー

ス
も
多
い
こ
と
か
ら
、
水
中

ポ
ン
プ
セ
ッ
ト
を
整
備
す
る
。

問
有
事
の
際
、
消
防
団

活
動
内
に
団
員
が
使

女
性
消
防
団
の
結
成
・
加
入
促
進
の
考
え
は

機
能
別
消
防
団
の
中
で
、
活
動
内
容
を
明
確
に
し
て
検
討
す
る

阿部美津江議員

暮らしを守る消防団員

育休推進で子育てを

一
般
質
問



14

　 　 　 　

富
山
国
保
病
院
の
感
染
症
病
床
へ
の
患
者
受
け
入
れ
体
制
は

手
順
や
防
護
機
材
の
確
認
を
含
め
訓
練
を
行
っ
て
い
る

安田美由貴議員

の
か
。

市
長
９
件
。
現
地
調
査

で
は
、
写
真
の
添

付
を
求
め
て
い
な
い
が
、
調

査
前
に
修
理
し
た
場
合
、
被

災
時
の
写
真
を
現
地
で
提
示

い
た
だ
き
判
定
し
て
い
る
。

中
小
企
業
支
援

問
県
補
助
金
の
締
め
切

り
は
。
商
工
会
未
加

入
者
は
申
請
で
き
る
か
。

市
長
４
月
末
ま
で
。
未

加
入
者
で
も
申
請

可
。問

申
請
状
況
は
。

商
工
観
光
部
長
２
月
25
日

ま
で
に
相

談
35
件
。
申
請
な
し
。

酪
農
家
支
援

問
牛
舎
が
古
く
建
築
確

認
が
な
い
と
、
強
い

市
長
病
院
は
、
県
が
選

ぶ
。
手
順
や
防
護

機
材
の
確
認
を
含
め
訓
練
し

て
い
る
。

問
医
療
従
事
者
へ
の
検

査
体
制
も
整
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
部
長
今
後
、
院

内
感
染
対

策
の
強
化
は
必
要
。

問
安
房
保
健
所
へ
の
相

談
と
検
査
の
件
数
は
。

保
健
福
祉
部
長
２
月
７
日

か
ら
２
月

21
日
ま
で
に
、
相
談
１
１
０

件
。
検
査
１
件
。

罹
災
証
明
の
初
期
判
定

問
約
１
２
０
件
が
再
計

算
さ
れ
、
判
定
結
果

が
変
わ
っ
た
の
は
何
件
か
。

　
行
政
側
に
誤
り
が
あ
っ
た

場
合
、
申
請
時
の
写
真
で
、

判
定
結
果
は
変
わ
ら
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

問
富
山
国
保
病
院
の
感

染
症
病
床
４
床
の
状

況
は
。

国
保
病
院
事
務
長
回
答
は

差
し
控

え
る
。

問
患
者
の
受
け
入
れ
体

制
は
。

一
般
質
問

農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合

支
援
交
付
金
の
対
象
外
だ

が
、
支
援
は
。

市
長
国
と
県
の
指
導
で
、

農
地
法
や
建
築
基

準
法
に
当
て
は
ま
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
県
酪
農
農
業

協
同
組
合
連
合
会
で
、
資
材

費
を
２
分
の
１
ま
で
補
助
す

る
。被

災
家
屋
の
公
費
解
体

問
相
談
や
申
請
の
状
況

は
。

復
興
支
援
課
参
事
相
談
１

０
１
件
。

申
請
54
件
。

子
ど
も
医
療
費
助
成

問
所
得
制
限
が
あ
る
の

は
、
館
山
市
と
南
房

総
市
だ
け
。
廃
止
し
な
い
の

か
。

市
長
所
得
制
限
を
廃
止

す
る
考
え
は
な
い
。

高
齢
者
へ
の
補
聴
器

購
入
費
助
成

問
高
齢
者
へ
補
聴
器
購

入
費
を
助
成
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
長
助
成
は
考
え
て
い

な
い
。

感染症病床がある富山国保病院

耳掛け型の補聴器
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研
修
報
告

家
具
固
定
・
耐
震
補
強

で
避
難
路
を
確
保

　
「
議
員
も
家
庭
内
で
の
防

災
力
を
高
め
て
こ
そ
、
災

害
対
応
に
あ
た
る
こ
と
が

で
き
る
。
家
具
の
固
定
は
、

　

防
災
政
策
課
の
座
間
氏

か
ら
、
昨
年
の
台
風
な
ど

に
よ
る
被
害
を
踏
ま
え
、

県
の
「
災
害
復
旧
・
復
興

に
関
す
る
指
針
」
が
示
さ

れ
た
。

①�

被
災
者
の
一
日
も
早
い

逆
三
角
形
の
３
点
ビ
ス
を

使
う
と
い
っ
た
工
夫
も
減

災
に
つ
な
が
る
」。

　
「
34
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が

８
分
で
来
る
と
い
わ
れ
る

高
知
県
黒
潮
町
で
は
、
倒

壊
し
た
家
屋
が
道
を
ふ
さ

生
活
と
暮
ら
し
の
再
建

（
住
宅
再
建
や
被
災
者
生

活
再
建
支
援
制
度
）

②�

農
林
漁
業
や
商
工
業
な

ど
地
場
産
業
の
力
強
い

復
活
（
農
業
用
ハ
ウ
ス

な
ど
の
復
旧
、
中
小
企

講
師　
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

国
崎
信
江
氏

　
　
　
　
　
　

    

県
南
議
会
議
長
議
員
研
修
会

令
和
２
年
１
月
15
日

ぐ
こ
と
の
な
い
よ
う
、
家

屋
の
耐
震
補
強
を
15
万
円

ほ
ど
の
町
民
負
担
で
可
能

と
し
た
。
そ
の
結
果
、
全

世
帯
の
50
％
が
耐
震
補
強

を
行
い
、
町
民
が
さ
ま
ざ

ま
な
防
災
対
策
に
協
力
し

始
め
た
」
と
の
事
例
が
報

告
さ
れ
た
。

災
害
時
の
議
会
の
役
割

　

議
会
防
災
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
を
提
起
さ
れ

た
。
過
去
の
被
災
自
治
体

で
喜
ば
れ
た
議
会
・
議
員

は
、「
被
害
軽
減
の
た
め
に

地
域
の
代
表
と
し
て
率
先

し
動
き
取
り
ま
と
め
て
く

れ
る
議
員
」
で
あ
っ
た
と
の

こ
と
。

　

災
害
時
に
何
が
想
定
さ

れ
、
議
会
と
し
て
何
が
で

き
る
の
か
、
今
後
も
議
員

間
で
討
議
を
重
ね
た
い
。

業
復
旧
支
援
事
業
）

③�

オ
ー
ル
千
葉
で
災
害
に

強
い
千
葉
県
づ
く
り
（
停

電
・
断
水
対
策
、
道
路

復
旧
、
防
災
教
育
）

　

県
の
指
針
を
知
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
。

　

農
林
水
産
政
策
課
の
石

井
氏
か
ら
、「
通
信
網
が
被

災
し
、
農
業
被
害
の
把
握

が
遅
れ
た
。
県
の
職
員
を

集
め
て
２
週
間
、
農
家
に

入
り
必
要
な
支
援
を
聞
い

て
回
っ
た
。
今
後
は
、
農

業
事
務
所
・
Ｊ
Ａ
・
市
の

チ
ー
ム
に
よ
る
調
査
体
制

を
考
え
て
欲
し
い
」
と
い

う
問
題
提
起
が
あ
っ
た
。

　

チ
ー
ム
連
携
が
ま
ま
な

ら
な
い
ほ
ど
人
が
足
り
な

い
と
い
う
課
題
を
、
ど
う

ク
リ
ア
す
る
か
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。

議
会
と
し
て
の
災
害
対
応
の
あ
り
方

～
災
害
時
に
備
え
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
～

県
が
被
災
市
町
村
の
復
旧
・
復
興
を
支
援

かずさアカデミアホールでの研修会

災害復旧を学んだ議員研修会

 

県
防
災
危
機
管
理
部
防
災
政
策
課
副
参
事（
兼
）復
旧
復
興
推
進
課
長　

座
間
勝
美
氏

　

 　
　
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
政
策
課
主
幹
（
兼
）政
策
室
長　

石
井
克
文
氏

安
房
３
市
１
町
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

令
和
２
年
２
月
５
日

講師

　研 　修 　報 　告
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所
管
事
務
調
査
報
告

　

総
務
委
員
会
で
は
、
所

管
事
務
調
査
と
し
て
「
学

校
等
再
編
」
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
平
成
30
年
度
の

出
生
数
は
１
１
９
人
と
少

子
化
が
深
刻
な
状
況
で
す
。

児
童
生
徒
数
の
減
少
に
よ

り
学
校
の
小
規
模
化
が
進

む
と
、
集
団
教
育
の
良
さ
、

成
長
に
合
わ
せ
た
豊
か
な

創
造
性
や
協
調
性
を
伸
ば

す
環
境
が
少
な
く
な
る
こ

と
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
学
校
な
ど

の
再
編
が
推
進
さ
れ
、
平

成
18
年
度
に
幼
稚
園
15
園
、

小
学
校
16
校
、
中
学
校
７

校
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成

31
年
度
に
は
幼
稚
園
６
園
、

小
学
校
６
校
、
中
学
校
６

校
に
再
編
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
児
童
生
徒
数
が

減
少
し
、
今
以
上
に
学
校

の
小
規
模
化
が
進
ん
だ
場

合
、
さ
ら
な
る
学
校
再
編
、

あ
る
い
は
小
規
模
校
と
し

て
存
続
す
る
か
否
か
を
検

討
す
る
必
要
性
が
生
じ
て

き
ま
す
。

　

学
校
再
編
は
、
児
童
生

徒
数
や
教
育
的
な
面
だ
け

で
な
く
、
通
学
時
間
、
児

童
生
徒
に
与
え
る

影
響
、
地
域
と
の

関
係
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
も
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
変
繊
細
な

課
題
で
す
。

　

児
童
生
徒
の
保

護
者
の
意
見
を
重

視
し
な
が
ら
、
地

域
住
民
と
市
が
教

育
上
の
情
報
や
課

題
を
共
有
し
、
検

討
を
進
め
て
行
く

こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　

今
回
の
調
査
を
踏
ま
え
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
、
よ
り
よ
い
学
校
教

育
環
境
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
本
委
員
会
と
し
て
市

に
対
し
次
の
３
つ
の
事
項

を
提
言
し
ま
し
た
。

１　
積
極
的
な
情
報
提
供

　

学
校
教
育
環
境
の
現
状

と
課
題
、
市
の
考
え
る
望

ま
し
い
教
育
環
境
、
将
来

的
な
児
童
生
徒
数
の
見
込

み
、
学
校
再
編
の
進
め
方

な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
積

極
的
な
情
報
提
供
を
図
ら

れ
た
い
。

２　

�

ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見

交
換
会
の
実
施

　

児
童
生
徒
の
保
護
者
な

ど
の
意
向
を
把
握
し
、
教

育
施
策
へ
的
確
に
反
映
で

き
る
よ
う
学
校
教
育
環
境

や
学
校
再
編
な
ど
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
交
換

会
の
実
施
を
図
ら
れ
た
い
。

３　

�

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定

　

５
年
後
、
10
年
後
の
本

市
の
学
校
教
育
環
境
の
あ

る
べ
き
姿
、
あ
り
た
い
姿

を
市
民
と
市
が
共
通
認
識

で
き
る
よ
う
、
中
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
の
早
期
策
定
を
図

ら
れ
た
い
。

総
務
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

総
務
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

児
童
生
徒
数
の
減
少
深
刻

児
童
生
徒
数
の
減
少
深
刻  

今
後
の
学
校
等
再
編
は

今
後
の
学
校
等
再
編
は

丸山地区、和田地区の小・中学校などを統合し、嶺南
学園が開園

　　　　　　令和２年１月現在の市内各小中学校児童生徒数　　　（人）
校　名 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合　計
富山小 32 31 31 30 36 39 199
富浦小 42 29 33 26 34 34 198
三芳小 35 38 39 37 26 47 222
白浜小 14 15 19 17 26 22 113
千倉小 57 53 50 61 67 62 350
嶺南小 52 40 49 46 40 48 275
富山中 43 38 42 － － － 123
富浦中 38 36 31 － － － 105
三芳中 28 35 40 － － － 103
白浜中 15 19 29 － － － 63
千倉中 55 69 60 － － － 184
嶺南中 67 59 61 － － － 187

提言書を提出



17 ／南房総  議会広報／第 56 号

生
活
を
守
る
た
め
、
日
ご

ろ
の
備
え
や
自
主
防
災
組

織
を
含
め
、「
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
調
査
項

目
と
し
て
調
査
・
研
究
を

行
い
ま
し
た
。

　

調
査
期
間
は
平
成
30
年

度
か
ら
令
和
元
年
度
の
２

年
間
で
す
。

所
管
事
務
調
査
報
告

　

南
房
総
市
は
、
高
齢
化

率
が
４
割
を
超
え
て
い
ま

す
。実
際
に
災
害
が
起
こ
っ

た
場
合
、
ま
ず
は
人
命
第

一
で
す
が
、
助
け
合
う
た

め
の
人
手
も
少
な
く
、
身

を
守
る
こ
と
自
体
が
非
常

に
困
難
な
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
命
や

　

市
内
の
視
察
調
査
で
は
、

市
の
備
蓄
倉
庫
だ
け
で
な

く
、
各
地
区
の
自
主
防
災

組
織
の
視
察
や
市
民
と
の

意
見
交
換
も
行
い
、
現
状

や
課
題
を
明
確
に
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

当
初
は
地
震
や
津
波
を

想
定
し
、
市
内
で
も
活
発

に
活
動
し
て
い
る
白
浜
地

区
の
下
沢
区
と
、
丸
山
地

区
の
大
井
区
自
主
防
災
組

織
「
か
わ
せ
み
」
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

視
察
を
通
じ
、
自
主
防

災
組
織
の
重
要
性
、
近
所

づ
き
あ
い
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
も

感
じ
ま
し
た
。

　

両
地
区
と
も
定
期
的
な

訓
練
な
ど
を
通
し
て
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
人
の
安
否

確
認
を
し
て
い
ま
す
。
積

極
的
な
活
動
を
行
う
自
主

防
災
組
織
が
増
え
る
よ
う
、

行
政
の
支
援
が
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

令
和
元
年
９
月
、
台
風

15
号
な
ど
に
よ
り
、
今
ま

で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

甚
大
な
災
害
が
起
こ
り
、

風
水
害
に
弱
い
土
地
だ
っ

た
こ
と
を
認
識
し
、
市
民

に
寄
り
添
う
形
で
の
調
査
・

研
究
へ
と
対
応
を
変
化
さ

せ
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
も
今
回
の

災
害
で
は
、
発
災
直
後
は

通
信
手
段
が
確
保
で
き
ず
、

初
動
が
遅
れ
ま
し
た
。
今

後
の
課
題
と
し
て
、
連
絡

網
の
確
保
と
災
害
時
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
作
成
が

望
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
・
研
究
を
と

お
し
、
ま
た
今
回
の
災
害

に
よ
る
教
訓
で
得
た
知
識

や
経
験
を
生
か
し
「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
の

推
進
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
災

害
を
想
定
し
直
し
、
市
に

対
す
る
現
段
階
で
の
要
望

事
項
を
ま
と
め
、
３
月
19

日
、
市
長
に
提
言
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

提
言
書
に
は
、
市
民
生

活
に
直
結
し
た
課
題
の
解

決
に
向
け
、
市
政
へ
反
映

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
①

危
機
管
理
体
制
の
拡
充
、

②
自
主
防
災
組
織
の
充
実
、

③
避
難
所
運
営
等
に
つ
い

て
、
④
災
害
時
要
支
援
者

へ
の
支
援
体
制
、
⑤
災
害

ご
み
に
つ
い
て
、
⑥
防
災
・

減
災
対
策
の
６
項
目
と
詳

細
を
記
し
ま
し
た
。

福
祉
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

福
祉
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

台
風
の
被
害
が
甚
大
　
市
へ
要
望
書
を
提
出

台
風
の
被
害
が
甚
大
　
市
へ
要
望
書
を
提
出

白浜・下沢区へ視察

丸山・大井区自主防災組織「かわせみ」へ視察

提言書を提出



18

所
管
事
務
調
査
報
告

か
ら
令
和
元
年
度
の
２
年

間
で
す
。
調
査
は
完
了
し
、

３
月
19
日
定
例
会
本
会
議

で
、
議
長
へ
調
査
結
果
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
概
要
は
、
南
房

総
市
に
は
自
治
体
と
し
て

の
設
置
数
日
本
一
を
誇
る

「
道
の
駅
」
が
あ
り
、
観
光

業
の
メ
イ
ン
ツ
ー
ル
と
し

　

南
房
総
市
で
は
、
観
光

産
業
が
他
産
業
に
も
た
ら

す
影
響
が
非
常
に
大
き
く
、

そ
の
発
展
こ
そ
が
地
域
活

性
化
へ
の
生
命
線
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
産
業
委
員
会

で
は
、「
観
光
振
興
策
」
を

調
査
項
目
と
定
め
、
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

調
査
期
間
は
平
成
30
年
度

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
が
、
施
設
の
老

朽
化
な
ど
、
抱
え
る
問
題

も
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
調
査
で
は
、
商
工

観
光
部
か
ら
観
光
事
業
に

関
す
る
現
状
の
聞
き
取
り

を
行
い
ま
し
た
。「
道
の
駅
」

を
今
後
も
残
す
べ
き
な
の

か
、
ど
う
運
営
す
る
の
か
、

ど
う
自
律
さ
せ
る
の
か
を

具
体
的
な
調
査
内
容
と
し

て
、
委
員
は
現
地
を
歩
き

自
身
の
目
で
現
状
を
確
認

し
、
管
理
者
か
ら
問
題
点

を
聞
き
、
委
員
会
会
議
で

議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
調

査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

市
が
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
た
「
道
の
駅
再
生
基

本
計
画
」
に
つ
い
て
、
計

画
策
定
段
階
で
情
報
や
問

題
意
識
を
共
有
し
、
質
疑

応
答
を
繰
り
返
し
、
議
論

を
深
め
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
７
月
４
日
の

県
外
視
察
で
は
、
栃
木
県

芳
賀
郡
茂
木
町
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

全
国
の
「
モ
デ
ル
道
の

駅
」
と
な
っ
て
い
る
「
道
の

駅
も
て
ぎ
」
は
、
第
１
次

産
業
を
活
用
し
た
６
次
産

業
化
の
拠
点

と
な
っ
て
お

り
、
防
災
館

を
併
設
し
、

市
民
生
活
に

も
溶
け
込
ん

で
い
ま
し
た
。

　

町
長
ら
と

の
懇
談
で
は
、

目
指
す
べ
き

方
向
性
を
と

も
に
考
え
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

市
は
、
地

域
住
民
の
思

い
や
観
光
事

業
へ
の
活
用
を
目
指
す
中

で
、
各
「
道
の
駅
」
は
存

続
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
し
、
地
域
振
興
拠

点
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

を
図
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、「
施
設
整

理
の
必
要
性
」「
運
営
体
制

の
見
直
し
」「
自
律
の
必
要

性
」
と
、
現
状
を
危
惧
す

る
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
市
が
策
定
す
る
「
道

の
駅
再
生
基
本
計
画
」
に

対
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
た
め
、
委
員
会
と
し
て

は
、
今
後
の
取
り
組
み
を

注
視
す
る
こ
と
と
し
、
調

査
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
代
表
で
あ
る
議

会
と
し
て
は
、
た
だ
見
守

る
だ
け
で
は
そ
の
責
務
を

果
た
し
た
と
は
言
え
ま
せ

ん
。

　

運
営
体
制
の
強
化
、
再

構
築
や
第
１
次
産
業
を
巻

き
込
ん
だ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
確
立
な
ど
、
５
項
目

の
提
言
書
を
３
月
19
日
、

市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

産
業
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

産
業
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

道
の
駅
の
再
生
に
向
け

道
の
駅
の
再
生
に
向
け    

運
営
体
制
の
強
化
を

運
営
体
制
の
強
化
を

提言書を提出

道の駅もてぎへの視察

道の駅三芳村鄙の里への視察
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市
民
の
声

　議会広報編集特別委員会では、市民の皆様のまちづくりに対するご
意見・ご要望の投稿を募集しています。掲載を希望する場合、本文
は４００字以内、顔写真が必要です。
　※�地区ごとに掲載していますので、時間がかかる場合があります。
連絡・投稿先　南房総市富浦町青木 28 番地
　　　　　　　議会広報編集特別委員会　
　　　　　　　　TEL 0470−33−1111　FAX 0470−20−4595

　令和２年２月１３日（木）発行の、議会だより

第５５号１５ページ「市民の声」において、

安
あんざい

西　政
まさはる

治さん（富浦地区）のお名前を、

安
あんざい

西　正
まさはる

治さん（富浦地区）

と誤って表記しました。お詫びして訂正いたします。

　11年前に南房総に夫婦で移住し、小学生と幼稚
園児の二人の子どもを育てています。
　この原稿を書いている今は、新型肺炎による一斉
休校で、ほぼ一日中子どもたちと過ごしています。
　人の少ない地域ですので人ごみの中に入ることも
なく、海に行ったりキャンプをしたり……改めて最
高の環境だと感じます。
　しかし今後も非常事態が起こるたびに、子どもたち
の学習の機会が奪われたままでよいのかは疑問です。
　ある自治体では、一斉休校にあたり、もともと
ＩＣＴ教育の一環で全児童に配布していたタブ
レットを使い、遠隔授業を行うそうです。
　Ｗｉ-Ｆｉ環境の整っていない家庭にはルーター
を提供するなどして、環境を整えたとのこと。
　また、生徒と教員のみの卒業式を、保護者向け
にネットでライブ配信した学校もあります。
　このように、今後も起こりうる災害や疫病などを
想定した新しい試みが期待されます。
　自然豊かな環境で、都会に負けない学習環境が
あれば、テレワークなどの新しい働き方と併せて、
子育て世代が移住に踏み切るモチベーションにもな
るはずです。

　　　

　2年半前に家族で移住し、地域おこし協力隊と
して観光振興に取り組んでいます。仕事では地域
の方々にお話を伺い、さまざまな意見をいただく
ことがあります。
　意見のうち価値判断（例：移住者をもっと支援
すべきだ）については、主観的なもので人によっ
て基準が異なるため、絶対的な正解はありません。
しかし、事実（例：市の人口が減少している）に
ついては、実測データや統計資料などにより、あ
る程度客観的に正しいかどうか判断することが可
能です。
　事実認識が正しくないと、誤った推論から自分
たちの望まない結果をもたらす政策を支持してし
まうことにつながりかねません。私たち市民一人
ひとりが、主観的な経験・思い込みや好みだけで
なく、正しい事実認識をもとに物ごとを考えること
が重要だと思います。
　議員の皆さまにおかれましては、市民が事実を
正しく認識できるよう、情報公開や活動報告を積
極的に行っていただけると幸いです。

田
た

嶋
じま

　有
ゆう

子
こ

さん
（三芳地区）

相
あいかわ

川　武
たけ

士
し

さん
（富山地区）

ICT（情報通信技術）教育の正しい事実認識に基づく
意思決定を さらなる充実を
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 表紙の写真を募集します 表紙の写真を募集します
　市議会では年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、表紙写真を募集しています。
　市議会では年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、表紙写真を募集しています。

募集する写真募集する写真

応募方法応募方法

市内で撮影された四季の風景、イベントなど市内で撮影された四季の風景、イベントなど

選考方法選考方法
市議会広報編集特別委員会が選考します。市議会広報編集特別委員会が選考します。

応募上の注意応募上の注意
・市内で撮影された、横位置のカラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

・市内で撮影された、横位置のカラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

応募資格応募資格
市内在住・通勤・通学の人市内在住・通勤・通学の人

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入のうえ、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。

（データで送る際はサイズ２ＭＢ以上５ＭＢ未満でお願いします）

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入のうえ、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。

（データで送る際はサイズ２ＭＢ以上５ＭＢ未満でお願いします）

応募の締め切り応募の締め切り
令和2年7月10日（金）まで令和2年7月10日（金）まで

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

お問い合わせお問い合わせ

　

令
和
２
年
第
一
回
定
例
会
が
開
か

れ
て
、
令
和
２
年
度
当
初
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
昨
年
秋
の
台
風
第

15
号
な
ど
の
復
旧
・
復
興
関
連
予
算

９
億
３
４
３
６
万
７
千
円
を
除
い
た

一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
比
５･

１
％
増

の
２
３
９
億
５
２
６
３
万
３
千
円
で
す
。

　

こ
の
議
会
広
報
誌
も｢

表
紙
の
写
真｣

や｢

市
民
の
声｣

な
ど
で
多
く
の
ご
支
援

を
賜
り
、
編
集
室
一
同
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も｢

市
民
の
皆
さ
ま
に
読
ん
で
頂

け
る｣

を
心
が
け
て
お
届
け
い
た
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
重
な
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是

非
と
も
議
会
広
報
委
員
会
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

6月9日（火）6月9日（火）
6月定例会は

午前10時から
予定しています

からご覧ください。

市ホームページ

市議会

市議会インターネット中継

▼

▼

南房総市議会のホームページで
ライブ・録画配信しています。
スマホでも視聴できます。


